wateke san to sadamo san : saru hogen kaiwa tango : taitoru : kaiwa (01)(3) futari no myoujin no shinwa by 田村 すず子
S:@ ne@wa@an@pe ， uyepnuan@pe@ ne@kusu ， tanesasuysir@ ceomare@hine ， tane 
ka  ( ん 0 れ 亡 0) Ⅰ o  korkamuy  an0mi, pekanpe  ha Ⅰ u  anomi hi, te  wano       
W:@ pekanpe ， sisam@ye@hi ， marimo@sekor@aye@hawe@to ・ na@pekanpe      
S  :  加乃の ノ  
W:@ hi@ ne? 
S@:@ somo@ yak@ aye ・ 
W  :  m"k  "n  hiP 
S:@ marimo@sekor@aye@p@ anakne,@ ne@uske@ ta@isam   
W:@ hn   
S  :  hine  屋 0 ， 脇 0  sekor  aye  p  anakne,toop, ア Ad れ ， 刀肋 "  sekoraye  uskehe 
t れ ， to  o で ta  patck  okay  pe  耳る he  行 ㌧ 0 Ⅰ 別 o  ne   
W:@ ho   
S:@ hine@pekanpe@anakne,@mosma@p@ne   
W:@ hn   
S@:@ ta@akotanu@ta@ka@ oka ， Ponto@ ka@ta       
W:@ ohayne ， nokanan@hine@okay@pe@ne@a@p@tane@to@ka@asatke@wa ， siyamam 
toy@ne@akarpa@p@ne@kusu ， nea@pekanpe@poka,@anukar@humi@ka@isam@a@p ， Kusur 
ta@patek@nuwe@an@ranma@ki@p@ne@yak@aye@a@wa   
S:@ ranma@porono@okay@pe@ne@wa@kusu ， tono@utar ， ne@inomian@sir@nukar 
rusuypa@kusu,@toop,@tono@kotan@wano,@yap@wa,@ne,@pekanpe@anomi@siri,@nukarpa   
horippapa@ne@ya@upopo@ne@ya ， k@  a@kor@kamuynomi  a@sir@anukar@wa ， aerayap 
hi ， tane@ka ， kanpi@or@ta@ka ， anuye@ka@ki ， aewkoysoytak@ka@ki@tono@or@pakno@ki 
kor@ siran@ hi ， tas@ ta@ suy ， Kusur@ un@ oruspe@ ne@ wa ， teeta@ oruspe@ ne@ wa ， 
aewkoysoytak ， kor@siran@pe@tasi@an@nek   
W:@ he!@ sone@he@tap@hawas@hawe@an! 
S@:@ hetak@ora@ekor ， kani@ne@hike@tumunci@kamuy@oruspe@kuye ， kusaha@ene 
wa  eani  ne  hike,  tu  peker  kamuy,  kamuy  oruspe,  eye  
W: e ， hawe ne   
(3) 
TU@ PEKER@ KAMUY@ KAMUY@ ORUSPE 
w 、 t 。 k 。 
W:@ tapan ， Nupursar@kotan ， petetokoho ， kamuy@ewak@sir ， Porosir@nupuri ， 
kamuy@ oruspe ， upaskuma@ne@an@kamuyukar@ne@ korka ， kurupayeani@wa ， kuye 
kor ， ponkurmat@eraman@yak@ye ・ sakehe@turano ， kuye@yakun ， po@ itak@ ipehe 
aerampewtek@sekor@ hawean@ kusu ， kamuyukar@ ne@ an@ pe ， kamuy@ oruspe@ ne 
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S: そのことを，皆で 言 う ことを聞いたので ，昔から今に 至るまで引き 続きずっと，そ 
して今も ( 今度 ) 湖の神様を祭る ，菱の実の食糧を 祭ることが，にねから‥   
W: ペカンペ ，和人が言 う のは，マリモというんだな ぺカ ンペー 
S : でない． 
W: そ う P 
S : そうじやないそうだ  
W: どうなの ? 
S : マリモというのは ， そこにはない   
w:  ふう ん  
S: そしてマリモというのは ， ずうつと 遠く，阿寒，阿寒という 所に ， 湖にだけあ るも 
のの名前がマリモ だ  
w: ほ う   
S: そして ぺカンぺ は ， 別のものだ   
W: ふ うん． 
S: ここににの ) 私たちの村にもあ る，ポント く /1 、沼 》に‥  
W: あ あ なるほど， 小さい時あ ったものだつたけれど 今は沼も干されて ， 田んぼに さ 
れているものだから ，その ぺカンぺ さえ，全く見られなかったけれど ，釧路に は かり沢山 
あ り，今でも沢山あ るのだというよ  
S: 今でも沢山あ るのだから，和人がたが ，その祭る様子を 見たいので，遠く ，本州か 
らやって来て ，その夢の実を 祭る様子を見る・ 踊ったり坐り 歌を合唱したりして 神祭をす 
るのを見て，感心することが ，今も，木にも ，書いてもあ り，話し合いもしている ，和人 
のところまでしているのは ， これもまた，釧路の 話で ， 昔の話で ， 話し合いをしているの 
だよ． 
W: まあ ! 本当にねえ  
S:  さあ 今度，あ なたの，私の 方は鬼神の話をした・ 私の姉さんであ るあ なたの方は ， 
二人の明神の 神話を言いなさい・ 




W: この， 砂流部落の川の 水源， 神様の住む 所， ポロシリ山の 神様の話が言い 伝えに 
なっている，神謡だけれど ，節をつけな v 、 で 言えば，和人の 娘さんがわかると 言う・節を 
つけて，言うと ，一層言葉の 内容がわからなくなると 言うから， 神謡になっているもの ， 
神話だったにもかかわらず ，節をつけず ，言 う のであ ったなら，下口人の 旦那でもアイヌの 
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a@yakka ， kurupayeani ， kuye@hawe ， ne@a@yakne ， tono@nispa@ne@yakka@aynu@nispa 
ne@yakka ， teeta@oruspe ， tapan@Sar@kotan ， petetok@kasi ， erokrok@ kamuy ， kamuy 
upaskuma@ ne@ hawe@ ne@ yakka ， iki@ nei@peka ， easir ， kamuy@ oruspe@ aye@ yakka ， 
kamuy@ siyante@ koysam@ kuni@ p@ ne@ nankor@na   
mak@un@aye@ya ， tane@anakne ， tono@ irenka@yupke@ kusu ， yaykata:@ nupuri ， 
kohemespa@ hike@ ka@ poronno@ oka ・ na@ nen@ nen ， tane@an@kor@sfriki@kor ． siran 
pe@un ・ kamuy@ oruspe@ somo@ aye@ hi  e@ kusu,@ aye@ hike@ kusu,@ man@ katuhu 
aerampewtek@ wa@ siran@ ruwe@ ka,@somo@ ． ne@a@ yak,@ kamuyukar,@ pase@ oruspe, 
ne@ kusu;@ itak@ ipehe@ kuye@ hawe@ tap@ tapan@yakne;@nen@ne@yakka ， kokanu@uske 
ka@ oka@ nankor@ na ・ ki@ katu@ ene@ an@ hi  
teeta@kane,@Porosir@un@kamuy ， kamuy@moyre@mat,@ane@hine@anan ， pe@ne@hike ， 
easir ， ahekote@kamuy@ahekote@nispa ， turano ， uhekotpaan@wa ， nep@aeranak@ka ， 
nep@aesirkirap@ka ， kamuy@ane@kusu:@suke@hene ， aki@ka@somo@ki@yakka ， arekus- 
konna,@kunneywa@an@kor,@pataparse,@keraan@aep,@yaetaye@satcep,@ usa@siyamam 
mesi,@tan@pe@patek,@keraan@pe@patek,@ae@kor@okaan@pe@ne@kusu,@nep@aesirkirap 
ka ， somo@ki@no ， uhekotpaan@hine ， okaan@ruwe ， ne@rok@awa ， hemtomani@wano ， 
ahekote@kamuy ， ahekote@nispa ， ene@iki@hi ・ 
nep@kar@kusu,@ne@nankor@ya?@asinuma@ka@tasi,@easir,@sanke@mat@ne,@pase@mat 
ne ， an@ kuni@ p@ ane@ wa ， anan@ hike ， iyakkari,@ Iskar@ etokoho ， enukor@ kamuy ， 
sine@matnepo@kor@hfne@siran ， ruwe@ne@yak@aye@a@p ， nea ， Iskar@etokoho@enukor 
kamuy ， matnepoho@ponmat@ne@kor ， hine@orowano ， ahekote@kamuy ， nea@ Iskar 
etoko@ un@ arpa@ ranke@ ek@ ranke ， ne@ wa@ an@pe ， aesiyante@ ruwe@ ne   
easir@ iruska@ kewtum@ ayaykorpare ， ki@ hi@ kusu@ orowa ， ikesuy ， an@ nea@ akor ， 
kamuy@ewak@sir ， Porosir@sekor@aporose@uskehe ， easir@ka@atuy@Sr@ne,@to@pakehe 
homaritara ・ to@kesehe@homaritara ， to@teksama ， tan@inne@kotan ， kamuy@kotan ， 
to@teksama@ean@ruwe@ne ・ kotan@noskikehe ， aecisekor@wa ， easir ， kotan-kor-nispa 
ahekote@katu@ne@wa;@okaan@ruwe@ne@awa@ene ， akor@nispa ， Iskar@etokoho@oapkas 
katu,@ aruska@kusu,@ orowaun@nea,@akor@ cise@oro@wa@ikesuy'an@hine,@tapan@Sar 
kotan,@pesno@kane@sanan,@ ruwe@ne@rok@awa,@sanan@ayne,@ tan@Pirautur@sekor, 
teeta@kane@anak@aye@ruwe@ne.@tap@aye@katu@Piratur@sekor@aye@hawe@ne.@Piratur 
kotan@sekor@tane@anak@aye@hawe@ne@yakka ， teeta@kane@anakne@Pirautur@sekor ， 
aye@ wa@siran ・ Pirautur@kor@kamuy@ oro@ ta@sanan@ akusu,@ kamuy@itomo@ oytak 
hawe@ ene@ an@ hi ， 
"pase@ katkemat,@ nep@ ekar@ kusu,@ eykesuy@ siri@ an?@ Syor@ oro@ wano,@pase 
kamuy ， tomo@aoytak@wa@Iskar@etokoho@enukor@kamuy@matnepoho@somo@koapkas 
kunine ， aye@ kusu@ ne@ na ， pase@ katkemat@kamuy@ katkemat ， yaysittekka@ wa ， te 
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旦那でも，昔のこと ，この 沙 浦部落の川の 水源地に住んでいた 神 ，神様の伝説なのだけれ 
ども， どこを，神話を 語っても，神様が 怒ることのないようにお 願いします． 
何と言っても ，今は，和人の 考えが強いから ， 自分で，山に ，登るのも沢山いる・ 更に 
いろいろ，今のやり 方でやっているのだ・ 神様の話を語らなくても 語っても，どんなふう 
になっているかわからなくていることもないだろうが ，神謡，尊い 話だから言葉の 内容を 
言ったならば  ， どうであ っても，傾聴するところもあ るだろうよ．つまりこうだ． 
昔々 ， 私はポロシリの 神の奥方であ りました・ が ， 私の夫の神，旦那 様 といっしょに 夫 
婦 になっていて ， 何のいやなことも ， 何のつらいことも ， 私は神だから ， 炊事もしなく 
ても，突然 朝 になれば，湯気の 立った，おいしい 食べ物，網でとった [ 枕詞 ] 干 し 魚 ，米の 
飯やら，こればかり ， おいしいものばかり ， 食べていたものだから ， 何のつらい思いも ， 
せずに，連れ 添っていたのだったが ，近頃 私の夫の神，私の 旦那様の行状はこうだった・ 
何をするためであ ろうか P 私 こそ，正妻として ，尊い妻として ， あ るべきものであ るの 
に， 私 よりも， 石狩川の水源を 治める神様が ， ] 人の娘を持っていたのだと 言われてい 
たが，その石狩川の 水源を治める 神様の娘を妾にしてそれから ，私の夫の神はその 石ぢ守 )@l 
の水源地へ行ったり 来たりしている・そのことに 私は気づいたのだった． 
腹 立たしい気持になったからそれから ， 私は家出したその 私の神が住む 所， ポロシリ と呼ばれる所はそれこそ 海のよ う しも りかすみ，湖の 下の端はぼんや り 
かすれでいる・ 湖の横に人口の 多い村，神の 村が湖の横にあ った・私の家は 村の中央にあ 
って，村長の 妻になっていたわけだったのだがこのように ，私の旦那が ，石狩の水源地に 
通うことが，腹 立たしいので ，それから例の ，私の家から 家出して， この砂流部落を 下 っ 
て 行ったのだったが ，下って行って ， この ピラウ トゥル ( 崖の間》と昔は 言ったのだ・ 今 
言う言い方はピラトゥル く 平政 ) と言うのだ，平政 村と今は言うのだが ，昔は ピラウ トゥ 
ル と ， 言っていた・ 平 取を治める神様のところに 行くと， 神様が私をかだめてこう 言っ 
た  
「尊い奥様，何をするために ，出て行くのですか P 自分の方から ，尊い神様を ，留めて石 
狩川の水源地を 治める神様の 娘のところへ 通わないように ，言うつもりですから ，尊い奥 
様， 神 なる奥様，我慢して ，今から，神様の 住む 山 へ戻って下さいませ」と ， 平 取の神様 
一一 31  -- 
wano ， kamuy@ewak@sir@un@hosippa@wa@ikore@yan ・ "@sekor,@Pirautur@un@kamuy 
ikaspaotte@ki@ p@ ne@korka,@ami@ humi@ka@oarar@isam   
nea@Pirautur@un@kamuy ， neun@iye@yakka@neun@ikisma@yakka ， nani@suy@arpaan 
katu ， orowano@ arpaan@ katu@ atuy@ tomotuye ， ikesuyan@ W2@ arpaan@ ayne@ toop 
sisammosl こ tonomosIFao 五す pa 虹 uwene   
sisam@mos@@  tono@mosir@mos@@  noskike ， aoykesuy@hine@arpaan@wa@anan@ruwe, 
ne@katuhu ， oro@ta@ikesuyan@wa@arpaan@uske@ta@oya@ciki,@yam@ni@tay@siresik@ pe 
ne@aan@hfne,@ earkinne@yam@poronno@oka@wa,@orowano ， yam@poronno@oka@wa, 
yamuk ， an@a@an@a@an@a@an@a ， (yam@o ・・ ， )@yam@o@kamasu@yam@o@saran@@   auCw- 
pare ， kor@anan@ akusu ， oya@ ciki@honkoran@hme@ekan@katuhu@ne@aan   
hine@ sinean@to@ta@ nuwaprusuyan ・ nuwaprusuyan@hine,@ hesasi@wa@hemakasi 
wa ， ahonfhi@arka@wa ， hesasi@wa@hemakasi@wa ， sikiruruan ・ nuwapkosiLruruan 
akusu@ora ， pirka@ponpe@ayaykosanke@ruwe ， okkayonaknep@ne@kane@an   
hine@ orowano@ easir@ aeyaykopuntek ， okkayo@ ne@ ruwe@ po@ aeyaykopuntek, 
"@somo@ikesuyan@no@anan@a@yakne ， sipase@kamuy@kamuy@santeke@an@ ruwe@ ne 
p@ene@wen@menoko@ane@a@kusu,@iruskaan@a@p@kusun,@ikesuyan@wa@ ora@ ene,@pase 
kamuy,@ poho@ akor@ ruwe@ an ， @@ sekor@yaynuan@ hike ， iuska@kewtum@ ararkehe, 
akor@kane@kor@ orowano ， ya Ⅲ patek@ ae@ kor ， anan ， ayne@ akor@tennep@ ka@poro 
hine ， orano ， akor@tennep@yam@aere@kor@aresu@ruwe@ne@ayne ， tane@anakne ， autek ， 
tekeepakiun@ka@autek@ka@ki@kor@okaan@ayne@tane@poro@hekaC@   ne@ an   
ruwe@ ne@ kor,@ yaykosiramsuypaan@ humi@ ene@ an@ hi ・ sipase@kamuy,@poho@ne 
ruwe@ne@hine@ora,@wen@menoko@ane@hine@ayaykokomo@wa@anan@ka@eaykap@kusu, 
"@hetak@hokure@yam@o@saranip@ese@kane@W2,@eyan@kuni@p@ne@ruwe@ne@na ， eyan 
yakun ， ene@an@kuni ・ taa@Ayoro@sekor@aye@nupuri ， nupuri@kor@kamuy@pase@kamuy ， 
sine@matnepoho@ukokor@wa@siran@ruwe@ne ， ne@Ayoro@un@kamuy ， sine@matnepoho 
ane@hine,@ Porosir@un@kamuy@8kore@wa@siran@katu,@ ne@ ruwe@ne@a@na ・ tan       
[ テープ A 面終り ] 
[r@is@ B@ @] 
(tapne@MMo?) ・・， tapne@ yam@ o@ saranip@ ese@ wa,@ eyan@wa@Ayoro@ nupuri@un 
kamuy, sine［atnepoho‖ne〉uwe,］e‖wa,‘asir,‾oros@   un〔amuy eonaha］e 
wa@siran ， ruwe@ ne@ a@ korka ， ikesuyan@ wa ， tapan@ sisam@mosir ， mosir@noskike 
aoek@ wa@ orowa ， yam@patek@ ae@ kor@ aeresu@ka@ki@kor@okaan@ruwe ， ne@rok@awa ， 
tane@pakno@eporo@ ruwe@ne@yakun,@yam@o@saranip@ese@kane@wa,@eyan@wa,@Ayoro 
nupuri@ ta@ehenoye@yakun ， eekasihi@ka@an ． ekor@huci@ka ， umurek@utar@oka@ruwe 
ne ， kusu@ oro@ ta@eahun@yakun ， "@mak@ eyki@wa@ eek@ ruwe@ an?@"@ sekor@ aekou- 
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が 私に言ったのだけれども ，私は全然聞かない  
その 平 取の神様が，何と 私に言ってもどんなに 私をつかまえても ，すぐまた私は 行って 
しまった・それからどう 行ったかとい j と海を越え，逃げて 打ててはるか 和人の島和人の 
殿の島に行ったのだ． 
和人の島，殿の 島，島の中央に 私は逃げて行っていたのだったがそこに 逃げて行ったと 
ころに気がついたら ，栗の木の林が 一面にあ ったのだった ，そして， とても栗が沢山あ っ 
て ，それから，栗が 沢山あ って，栗を取りに 取って取って 取って，栗の 入ったかます ，栗 
の人った寵を 積み重ねていると ，気がついたら 妊娠して来たのであ った・ 
そしてあ る日私は産気づいた・ 産気づいて，入口の 方へ奥の方へ ，お腹 が痛くて，入口 
の方へ奥の方へ ， ころげまわった．陣痛でころげまわっているときれいな 赤ん坊を生みお 
としたのが，男の 子だった・ 
そしてそれから 私は嬉しかった ， 男であ るのがなお嬉しかった ， 「家出しないでいたな 
らば，本当に 尊い神様の子であ ったんだのにこうして 私は悪い女であ ったから，腹 を立て 
たために，家出してこのよ j に，尊い神様の  息子を産んだのだなあ つ と思うと，腹 立たし 
い気持を半分持ちながらそれから ， 栗 ばかり食べていた・そうしていて 私の赤ん坊も 大き 
くなって，それから ，私の赤ん坊に 栗を食べさせながら 育てているうちに ， もう今は， 使 
い， 手の先の用事をいいつけたり 使い走りをさせたりしていてもう 大きい少年になった  
そうしている 時，私はこう 考えた・本当に 尊い神様の邑子なのであ ったが，私は 悪い女 
で自分の許に 離さず置いていることもできないので ，「さあ 早く栗の入った 籠を背負って ， 
( アイヌの 島へ ) 行かなけれ ば いけないよ・ 行ったらこうなるはずだ・・そこの アョロ とい 
う 山 ，山を治める 神様尊い神様が ，一人の娘を 持っているのだ・その アョ ロの神様の一人 
娘 が私であ って ， ポロシリの神様の 妻にもらわれていたわけなのだった よ ． この‥   
- かくかくしかじかでお 前は栗の人った 籠を背負って ，アイヌの島に 上って私は アョロ 
の山の神の一人娘だつたのだが ，ポロシリの 神がお前の父であ ったのだったが 私は家出し 
て， この和人の島，島の 中央に来てそれから ， 栗 ぼかり食べながらお 前を育てもしていた 
のだったが， もう 合 お前がこのくらい 大きくなったのなら ，栗の人った 籠を背負って ， ( ア 
イヌの島に ) 上って，アヨロ 上に寄ったなら ，お前のおじいきんもいる・ お前のおばあ さ 
んも，夫婦の 人たちがいるのだからそこにお 前は入って行けば ，「どうして 来たのかもと 
尋ねられる・そうしたら ，「かくかくしかじかで ，私は母と暮らしていましたが ， 栗 ばかり 
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wepekennu@ yakun ， "@tapne@ kane,@ akor@ hapo@ an@wa ， okaan@hike ， yam@patek 
ae@ kor ， sisam@mosir@mosir@noski@ta ， okaan ， ruwe@ne@ a@p ， aunuhu@ ikaspaotte 
hawe@ ene@an@hi ・ '@yam@o@saranip@ ase@wa ， yam@o@saranip@ase@wa@hokure@kunak 
yanan@wa ， Ayoro@nupuri@ta@henoyean@yak@pirka@na ， ， sekor ， akor@hapo@ikaspaotte 
wa@ kusu@ ekan@ na ・ "@ sekor ， ehawean@ yakne ， huci@ ka@ ekopuntek ， ekasi@ ka 
ekopuntek ・ hawe@ ene@ an@ hi ， "@awenmatnepoho@purio@kaspa@siri@an@hi@anwa, 
akoyaysanpepokas@a@yakka@po-tonoke ， kamuy@sasini@hetopo ， Porosir@un@kamuy, 
kohosipire@yakun ， tan@pe@poka@pirka@hawe@ne@wa ， "@ sekor ， ekasi@ka@huci@ ka ， 
ekopuntek@nankor ・ ruwe@ne@yakun,@esoyne@tuyka@ ta,  Ayoro@nupuri@kasi@un, 
yam@ecarpa@ nankor ， ese@ yam@ oro@ wa,@ecarpa@nankor ・ yakun,@ oro@ wano,@ nea 
Ayoro@wano@sipirasa@kuni@p,@yam@ni@tay@ne@yakun,@tapan@pe@poka@aesiyewpasku- 
mayar,@kuni@p@ne@ruwe@ne@na   
orowa@ earpa@ayne@suy ， Pirautur@un@kamuy@ oro@ ta@ehenoye@ nankor ・ oro@ta 
suy@nipa@ye@p@enu@ka@L   ， katu@ene@an@kuni ， "@tapne@tapne@aunuhu@ne@wa@sisam 
mosir@mosir@noskike,@oykesuy@ruwe@ne@a@korka@okkayo@ane ， okkayo@hekaci@ane 
hine@ora,@"@Porosir@un@kamuy@eun@somo@apoho@ahosipie@yak@po@kamuy@ikopak 
kusu,@ apoho@ ahosfpire@ na ， "@ sekor,@ aunuhu@ hawean@ wa@ kusu,@ yam@ o@ saranip 
isere@ wa,@sfsam@ mosir@mosir@noski@wa,@ iyutek@wa@iyekte@ruwe@tapan ， "@ sekor 
ehawean@yakun,@ne@ hi@oro@ta ， (Piratur@ ，， ・ )@Pirautur@un@kamuy ， ene@ hawean 
hi ・ "@akor@katkemat ， kamuy@katkemat ， neno@pdka@yaynu ， neno@poka@iki@yakun ， 
     akopuntek hawe ne wa ・ easir ， pase kamuy Porosir un kamuy ka ， kor 
katkemat@ikesuy@hi@ruska@kusu ， oro@wano ， Iskar@etoko@enukor@kamuy@eun@ka ， 
arpa@ka@somo@ki ， no ， hemuymuye ， ciskohemuymuye@wa ， an@ruwe@ne@rok@awa ， 
ruskare@un ， easir@nispa@santek@kamuy@santek@situri@yakun@tan@pe@ poka@pirka 
hawe@ne@yak ， aenira@wa ， arpaan@kuni@p@ne@hawe@ne@na ， "@sekor ， Pirautur@un 
kamuy@hawean@nankor ， na ・ "@ sekor ， akor@totto@hawean   
W:@ ta,@te@wano@anakne ， suy@ipone@hekaC,@yayeysoytak ， hawe@tap@tapan   
te@pak@anak,@iyunune@kamuy@menoko,@yayoruspeye,@yayuuspare   
S@:@ poho@ utek@hawe@ ne   
W:@ e ， poho@utek@hawe@ne ， te@wano@anak,@te@pak@anak@unuhu@yayeysoytak 
ayne@tane ， kor@ hekaci@ poro@ hi@ oraun ， hetopo@ aynu@ mosir@un@utek@ wa, 
yam@ o@ saranip@ sere@ wa ， yan@ oruspe@ tap@ tap,@ tane@ ipone@ hekaC   ， yan 
oruspe,@ isoytak@ emko@wano@ ne@ hawe@ ne@ na ， eramuoka@yan@ha Ⅰ   
S@:@ e ・ (W:@ katu ・・ ， )@keraman ・ sone@somo@koyra@no@kesikarun@kusu@ne   
  
注 @  テープには yayomuspene とあ るが，後年 サダモ さんの訂正によって ， 改めた  
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食べながら，和人の 島，島の中央に ，住んでいた ，のでしたが ，母が私に言いつげてこう 言 
いました・ r 栗の人った籠を 背負って，栗の 人った籠を背負ってさあ 早く ( アイヌの 島へ ) 
上がって， アョ ロ上にお寄りなさい』と 母が私に言いつけたから 来たのです・」とお 前が言 
うと， おばあ さんもお前をねぎら り ， おじいさんもお 前をねぎもってこう 言うでしよう ， 
「私の悪い娘はどうも 気性が激しすぎたんだ・ 困ったことだと 思っていたが 若様，神の御 
子を戻して，ポロシリの 神に， 返すなら， これだけでもいいのだ・」，と おじいきんもお 
ばあ さんも，お前をねぎらりでしょう・そうしたら ，お前は外へ 出ながら， アョ ロ 山の上 
へ， 栗をまくでしょう・ お前が背負っている 栗の中から， お前はまくでしょう・すると ， 
そこから，その アョロ から栗の木林がひろがることになるなら ， これだけでも 人に言い伝 
えられるべきことなのだよ． 
それからお前は 行って行ってまた ， 平 取の神様のところに 寄るでしょう・そこでまた 旦 
那 様 ( 平 取の神 ) の言うことを 聞くでしょう・ このように・「かくかくしかじか 私の母は和 
人の島， 島の中央に逃げて 行ったのであ ったが私は男で ， 私は男の子なので ， アポロシリ 
の神様 へ宮  子を返さないと 一層 神 が私をとがめるから ，   自  子を返しますから 白と，母が言 
づ たから，栗の 入った寵を私に 背負わせて，和人の 島，島の中央から ，私を遣わして 寄越 
したのですⅡとお 前が言うなら ，その時に， ( 平 政 ・‥ ) 平 取の神様が，言 う には，「我が 奥 
様，神の奥様，そうなりとも 考え，そうなりともするなら ， まことにあ りがたく嬉しく 存 
じます．尊い 神 ポロシりの神も ，その奥方が 出て行ったことで 面白くないため ，それから 
は，石狩の水源を 治める神のところへも ，行きもしないで ，ふて寝して ，泣き寝して ， い 
るのでしたが ，あ あ よかった，偉いお 方の子孫，神の 子孫がのびるならこれだけでもよい 
のです．では ，私はあ なたをお連れして ， まいりましょう・」 と， 平 取の神様が言 う でし 
ょう・ と私のお母ちやまが 言った・ 
W: ここ， ここからは， また宮子の方の 少年が， 自分の話をする ， のです． ここま 
では，母親の 方の女神が， 自分のことを 語り， 自分のことを 伝えた・ 
S : その宮子を使いに 出したのだ． 
w: ええ・息子を 使いに出したのです・ここからほ ，ここまでは 彼の母親が自分のこ 
とを話していて 今度は，彼女の 男の子が大きくなってから ，故郷のアイヌの 島へ遣 
わして，栗の 入った籠を背負わせて ，その子が島へ 帰って行く話，令息子の 方の少 
年が， 島へ 帰って行く話に ，物語の半分からなるのだから ，覚えておきなさいよ・ 
S: ええ・わかった・ 本当に忘れずに 覚えていますよ・ 
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W:@ tapne@kane ， aunuhu@an@hine@okaan@hike,@easir,@mak@katu@ne@wa,@okkayo 
ka@isam@aonaha@ka@isam@no ， heru ， aunuhu@patek@turano@tun@ane@wa,@uhekot- 
paan@W3@okaan ・ m3k@ne@kusu,@unu@patek@akor,@ona@asak@no@ene,@oar@tun@ane 
wa@okaan@ hi@ an@sekor ， yaynuan@ kor@patek ， okaan@hike@ka ， aunuhu@ akopfsi@ka 
somo@ki@no ， okaan@ruwe@ne@a@p@tane@poroan,@tane@poro@hekaC@   ane@akusu,@sinean 
to@ ta,@aunuhu@ ene@ hawean@ Ⅱ  ，
"@akor@yarpe,@ akor@hekaci,@itakan@ciki@pirkano@ nu ， tapne@kane,@ easir@ Nu- 
pursar@kotan ， petetok@kasi ， ewak@a@kuni@p@Porosir@un@kamuy@ne@W3@siran ・ ki 
wa@Porosir@un@kamuy ， ahekote@wa@okaan@wa ， ora@iruska@kusu@ikesuy@pe@ane@a 
p@ oya@ Cki,@ honkoran@hi@ka@aerampewtek@no@ikesuyan@ a@ p,  te@ ta@ ekan@ kor, 
aeenuwap@ruwe@ne ・ akusu@okkayo@ene@hine@ora@somo@aehosipire@yak@wen@wa 
kusu,@ eonaha@ un@ ehosipi@ oasi@ hawe ， aekaspaotte@ hawe@ ne@ na ・ pirkano@ nu   
orowaun@ta,@poronno@akor@pe@y8 Ⅲ ne@kusu,@ya ㏄ o@saranip@ese@kane@wa,@eyan 
nankor ， wa ， Ayoro@nupuri@ta@ehenoye@yak,@ekor@ekasi,@ekor@huci,@enukar@na ・ " 
sekor ， aunuhu@ikaspaotte@hi@oraun ， "hawe@ne@yakun@aonaha@an@hawe@ne@yakun ， 
eun@yanan ・ "@sekor ， yaynuan@pe@ne@kusu ， aumihu@iye@hi@neno,@yam@o@saranip 
ase@kane@hfne@orowano ， yanan@ruwe ， sisam@mosir@wa ， aynu@mosir@un ， yanan 
ruwe@ne@ayne ， ne@manu ， aye@rok@kuni,@Ayoro@nupuri@ta@yanan   
ruwe  ne  akusu,  kamuy  cise,  toy  tukari,  kane  cise  poro  cise,  toy  tukari  koki- 
ramne@ hfne@siran ・ hine ， nani@ aekasi@ ne@ hawe@ ne@p@ un@sekor@yaynuan@pe@ ne 
kusu ， ahunan ， heyoki@sak@no ， poro@sike@aki@kane@hfne ， ahunan   
akusu ， sonno@ka ， osiso@un ， kamuy@ekasi@a@wa@an ・ uturuke@ta ， kamuy@ne@noyne 
an@huci@a@wa@an ・ uneno@kane ， pirka@ruwe ， ukoimeruatte@kane ， kamuy@ne@kusu ， 
ine@rok@pe@kusu ， onne@p@iki@korka ， siretokkorpa@ruwe@oka@ya@ka,@aeramiskari   
akor@huci@ka@akor@ekasi@ka@ne@rokokay@pe@oka@ruwe@ne   
hine,@ "@tapne@ kane,@ aunuhu,@ sisam@ mosir@ ta@ an@ wa@ ora,@ tun@ ane@ wa,@yam 
patek@ae@kor@okaan@a@p@ora@ene,@tanto@ne@he,@ukuran@ne@he@tap,@iyutek@hawe 
ene@an@hi@ne@wa@kusu ， yam@o@saranip@ ase@wa ， yanan@ruwe@tapan@na ， "@sekor ， 
haweanan@akusu ， nea@aekasi@ne@an@ekasi,@siyetuuyna@siparuyna@kor ， "@he@tap, 
akor@ tennep@ akor@ sion ， an@ pe@ sone@ poro@ ruwe@ an!@ yakun,@ awenmatnepoho, 
easir@iruska@kaspa ， kamuy@ne@a@p@kusun@ene@po@easir@imska@hi@ne@wa ， hemanta 
koykesuy@ pe ， iki@ akusu ， ne@ hene@ ki@ yakka ， po-tonokehe ， Porosir@un@ kamuy 
kohoSpire@yakun ， tan@pe@poka ， pirka@hawe@ne@wa ・ somo@sikoypakar@hawe@ne 
wa ． "@ sekor ， aekasi@ hawean ， huci@ ka@ ikopuntek@ hine@ oraun ， aeramusinne@ kor, 
sikean@ hi@ neno@ anan@ hfne@ soynean@ hfne,@ Ayoro@ nupuri@ kasi@ un,@ nea@ yam 
acarpa ， 
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W: かくかくしかじかで ，私の母がいて 私たちは暮らしていたが ; どういうわけか ，男 
がいない，私の 父がいなく， て ，ただ私の母だけと 一緒に二人で ，一緒に暮らしていた・ど 
うして， 母 だけを持ち， 父を持たずにこうして ， 全く二人だけで 暮らしているのかなあ 
と，思ってばかり ，いたけれども ，母に尋ねもしないで ，いたのだったがも う 私は大きく 
なった・ もう大きい少年になると ，あ る 日 ，私の母がこ う 言った・ 
「私の坊や， 私の男の子， 私が言 う からよくお聞き・ かくかくしかじかで ， 砂 流部落， 
の川の水源に 住んでいたものがポロシリの 神様であ りました・そして 私はポロシリの 神様 
の妻として仕えていて ，それから腹 を立てて家出したのでしたが 気がつくと，妊娠してい 
るのも知らないで 出て来たのでしたが ，ここに来た 時に。 お前を産んだのです．するとお 
前は男の子でそれから 返さないといけないから ，お前の父親の 許へお前が帰ろ う とする 
ことを， 私 ほお前に言いつけるのだから ，よくお聞き・それからここに ，私たちは栗を 沢 
山もっているから ，栗の人った 籠をお前は背負って ， 島 へ行くだろう・そして ; アヨロ 山 
に 寄ると，お前のおじ t,¥ さん，お前のおぼおさん ，に会 う のだよ・」と ， 私の母が言いっ げ 
てそれから，「それなら 父がいるというのなら ，そこへ行こう・」と ，思ったので ，母に言 
われたとおり ，栗の入った 籠を背負ってそして 身に上がった ，和人の島から ，アイヌの 島 
へ 上陸したのだそうして ，所謂，人の 言う ，アョコ 山に上陸した   
すると，神の 家，土の上に 金の家大きな 家が土の上にそびえ 立っていた．そして ，すぐ 
私のおじいさんななと 思ったので，入った・ 遠慮なしに，大きな 荷物を背負ったままで ， 
私は入った． 
すると，本当に ， 右座 に神なる老人が 坐っていた・その 下座側に神様のような 老婆が坐 
っていた・同じように ， きれいなことは ，二人とも後光がきして ，神様であ るから，なん 
と まあ ，年老いたものではあ るけれど，美しいのだろうか・ 私のおぼおさん 私のおじいさ 
んだった人たちがいたのだ． 
そして，「かくかくしかじかで ，私の母が，和人の 島に暮らしていてそして ，私たち二人 
で， 栗 ばかり食べて 暮らしていましたが ，このように ，今日たか，ゆうべだか ，こうして 
私を遣わしたから ，栗の人った 籠を私は背負って 上って来たのですよ・ J と，私が言うと ， 
その私のおじいさんに 当たる老人は 鼻に手を当て 口に手を当て ( 驚い ) て ，「これはこれは ， 
私の坊や私の 愛し子，本当に 誠に大きくなったねえ ! それなら，私のだめな 娘が，腹 を立 
てすぎ，神であ ったものだからこそそんなに 一層腹 を立てたのであ って，何かに 怒って出 
て行ったが，何をしたとしても ，若君をポロシリの 神様の許へ返すなら ，これだけでもい 
いのだ・ とがめられなくてすものだ・」と ，私のおじいさんが 言った・ おばあ さんも私を 
ねぎらり歓迎してそれから ， 私は安心して ， 荷を背負ったままで 外へ出て ， アョ ロ山の 
上へ ， 例の栗をばらまいた． 
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nea@yam@acatcari@tek@hine@orano@suy@asikehe@ase@tek ， hine@orowano@suy ， ekan 
katu, ekan  ayne, Nupu て sSa ェ kotan, sanoputuhu, ayaypekare, ekan  hine, o Ⅰ 0 一 
wano ， pet@turasi ， sikean@kane ， hopunian@humi@he@ne@ya ，       ne”umi”e］e 
ya,  (ako. ,,j  aekonraarm Ⅰ u  sitne  kane  t 在 nak  kane,  る kan  humi,  aekisarsutu 
mawkururu ・ ayne,@Pirautur@un@kamuy@oro@ta@sirepaan   
ruwe@ ne@ akusu ， tane@ porosukup@ kane@ an@ kur@an ， onne@ kaspa@ka@somo@ ki ， 
pewre@kaspa@ka@somo@ki ， sukup@noski@epa@kur@hene@ne@yakun@ne@noyne@an@kur 
an@hfne,@ahunan@akusu ， inukar@a@p@sekor,@nei@wano@iyamkr@pe@ koraC   ， otuhen- 
kuror@ikoanu@iyomap@a@iyomap@a ・ hine@ora ， "@tapne@kane ， ， Porosir@un@kamuy 
rnacihi@ ane@ a@korka@i  esuyan@ wa@ sisam@ mos@@  moSr@ noski@ ta@ ikesuy ， an@ wa, 
pdkoran@katu ， okkayo@akor@ruwe@ne@ hi@ora ， ahekdte@kamuy@somo@akohosipire 
yak@ po@ kamuy@ ikoypak@wa@ kusu ， hetak@ yam@ o@ kamasu@ ase@ wa@hosipian@yak 
pirka ， ， sekor ， aunuhu@ ikaspaotte@ wa@ kusu@ ene ， Ayoro@ nupuri@ un@ akor@ ekasi 
ka@akor@huci@ka,@oro@akus@kor@ekan ， orowa@ 。 tapan@Pirautur@un@kamuy@oro@ta 
esirepa@wa ， eyayoruspeye@ka@ki ・ tapan@yam@ecarpa ， pet@sumpa@un@(pet@su        
pet@ menaspa@un ， tapan@yam@ecarpa@yakun@oro@wano ， yam@sekor@aye@p@uwaste 
yakne ， tan@ pe@ poka@asanteke@ ne@ situri@koraci ， aiyewpaskuma@p@ yam@ motoho 
ne@kuni ， kusu@aesere@na ，， sekor ， aunuhu@iye@kor ， yam@sike@ase@wa ， Ayoro@nupuri 
ta@ka@acarpa ・ te@ ta@ suy@ acarpa@ ku Ⅰ  aunuhu@ i   e@ kor ， ekan@ ruwe@tapan@na ， ㌧ 
sekor@haweanan   
akusu@easir@ka ， otuhenkuror@ikoanu ・ ikopuntek@a@ikopuntek@a ， kor ， ora@ene 
hawean@h   ・ Pirautur@un@kamuy@ene@hawean@ Ⅱ， "@easir,@tapan@Porosir ， enukor 
kamuy,@ easir@ante@maci Ⅱ  ， sokar@macihi,@ikesuy@hi@ruska@kusu@orowano ， Iskar 
etokoho@ enukor@kamuy@sine@ matnepoho@ ponmat@ne@kor@ a@korka,@koapkas@ka 
eykesuy@hfne@orowano,@ hemuymuye,@ ciskohemuyrnuye@hine@an@ruwe@ne@awa, 
tapan@pe@neno,@kamuy@santek ， situri@oasi@siri@ne@yakun,@aerura@wa@arpaan@oaS   
hawe@ne@wa ・ "@sekor ， nea@kamuy@hawean   
aeyaykopuntek@kor@ora,@soyonpaan@hine@nea,@ase,@yam@o@sara Ⅰ  p,@soy@ta@soy ， 
nean@hine,@ (met@ m ，， ・ )@ pet@menaspa@un@ acarpa ， pet@ sumpa@un@ acarpa. 
hine,@ orowano@ uturaan@ nea,@ Pirautur@ un@ kamuy@ itura@ hine@ orowano,@ pet 
turasi@payean@ayne,@Petetokuspe@kamuy@nupuri@akohemespa   
kamuy@ nupuri@ ka@ akohemespa@wa@ inkaran@ ruwe@ ene@ oka@ hi ・ easir ， tapan 
po で 0 Ⅰ 0,(atuy. ..)atuy  ku イ ne an  pepo て o  toneaan. Ⅰ opakehehoma で kane, 
inne  kotan, (cikosessek  ...)  cikoseskeka ブ ・ h Ⅰ ne  o Ⅰ a, kotan  noski ta, mosi で 
pak  cise, an  ruwe  ne. 
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例の栗をさっとばらまいて ，それからまた 荷物をひょいと 背負って，それからまた ，来 
た・来て来て ， 砂 流部落，の河口，をめがけて ，来て，それから ，川をさかの ぼ り，荷を 
背負って，飛んだのだか ， どうしたのだか ， 虹我 夢中で，来た 感じは，耳もとで 風がピュ 
ーピュー鳴るようだった・そうやって 来て， 平 取の神様のところに 私は着いた・ 
そ う すると， も う 壮年の人がいた・あ まり年寄りでもなく ，若すぎもしない ，人生の中 
程 ぐらいの人ででもあ るらしい人がいて ，私が入ると ，私を見たとたんに ， どこからか私 
を見知っていたものみたいに ，頷きながら 大喜びして私を 可愛がりに可愛がった・そして 
それから，「かくかくしかじかで ， r 私はポロシリの 神様の妻であ ったが，家出して 和人の 
島，島の中央に 逃げて行って ，子どもを産んだのが ，男の子を産んだのだったから ，夫の 
神の許に返さないと 一層神にとがめられるから ， さあ 栗の人ったかますを 背負って帰りな 
きい Ⅱと，私の母が 私に言いつけたからこうして ， アョロ山 へ行って私のおじいきんとお 
ばあ さんのところを 通ってきました・それから 田 この 平 取の神様のところに 行って，身の 
上話もしこの 栗をまきなきい ，川の西へ川の 東へ，この栗をまけばそこから ， 栗 という 
ものが増えて ，せめてこれだけでもあ たかも我が子孫としてのびるごとくに ，栗の起源が 
言い伝えられるようにと ，そのために 私はお前に背負わせてやるから  コと， 母が言って ， 
私は 栗の荷を背負って ，アョ ロ上にもまき ， ここにまたまくように 母に言われて ，来たの 
です．」と 私は 言った  
すると本当にまあ ，頷きながら 喜んだ・ よく来たよく 来たと私を喜 ぴ 迎えくれて，それ 
からこう言った・ 平 取の神様が言うには ，「本当に， このポロシリ ， を治める神様は ， 正 
妻，本妻が家出したことがおもしろくないのでそれから ，石狩の水源を 治める神様の 一人 
娘を妾として 持っていたのだったけれど ， そこへ行くのもいやだと 行かないでそれから ， 
ふて寝し，泣き 寝していたのだが ， このように，神様の 子孫がのびることになるのであ る 
なら，私はお 前をつれて行くよ・」と ，その神様が 言った・ 
私はうれしくなってそれから ， 外 へ出て例の， 背負っている ， 栗の人づた籠を ( 背負っ 
て ) 外に出て，川の 東へまき，川の 西へまいた・ 
そして，それから 連れ立って，その 手取の神様に 連れられてそれから ，川をきかの ぽっ 
て行って行って ， ペテトクシぺ という神の山にのぼった・ 
神の山にのぼって 私が見るとこのようだった・ 大きな 湖 ，海のようになっているが ， 大 
きな 湖 だったのだ湖の かみ 上の端はぼんやりかすみ ，湖の下の端ほぼんや しも りかすんでいる ， 
大きな 湖 ，巨大な湖があ って ， 湖の横に人口の 多 V 、 村がびっしりつづいている・ そして， 
村の中央に ，島 ほどの家が，あ った・ 
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そして，そこに 入ると，まきかまたそうなるとは 思わなかったのに ，その大きな 家に ギ 
ュクギュウ 詰めに， 神様ばかり集まって ， 女も男も， その大きな 家 いっぱいに， 大勢い 
た・そして， 私たちは入って ， 私は左 座に ， 炉の横に坐った・ 平 取の神様は， 上座に坐 
った・ そして見ると 古庄 に ， 炉の横に， もうかなり年配の ， その私を連れて 来た神様よ 
りも，年配の 人であ るのがそれこそこうごうしい ，尊い神様が 右 座に 坐って，それから 私 
を 連れて来た神様が ，両手を ナり 合わせて挨拶 し オンカ ミ しながら，言葉を 入れてこ う 
言った・ 
「尊い神様，お 話ししますからよく 聞いて下さいませ・あ なたの奥方，あ なたの奥様が 家 
出したのは，和人の 島，殿の島，島の 中央に逃げて 行ったのでしたが ，後でわかったこと 
には，男の子を 生んだのでした ，そしてこちらの 失神にお詫びをするために ，御子を寄 こ 
したのだそうです・ こと づ てを持って私のところまて 来ましたから ，一人で来るのも 可哀 
想 なので，連れて 来たのです・」と ， 平 取の神様が言った ，すると，その 家の主人の神様 
は，それこそ ，顕一面に川が 流れるように ，落ちる涙が 後から後から ( 流れて ) そうしなが 
ら，こう話した・ 
「私の方が悪くて ，私の妻が家出したのです・ 何のために， なるほど，石狩の 水源を治 
める神様の娘が 余りにも，いい 女なので私は 惚れ込んでしまったため ，そこに通ったけれ 
ども，私の妻，私の 家内，と別れようとは 思いもしなかったが ，あ のように家出してしま 
って，私は面白くないのでそれからほ ，石狩川の水源に 通いもしないで ，ふて寝していた 
のだったけれど ，今は，・私は 任期が切れた 神であ り，明日になったら ，神の国に昇るべき 
ものです，，今まで 人間の国を守り ，このポロシリを 守って，いたのだったが・ 今私の任期 
が終わったのであ って，今は，神の 国に上の天に ，仲間入りするべきものですが ，あ あ よ 
かった，私の 御子，私の世継ぎが ，私の亡き後に ，このポロシリを 守るならば，いつまで 
も，私の亡き 後子孫が続いて ，このポロシリを 守る神が，いることになるなら ，国土も， 
村も，守る神が ，いることになるのならば ，誠に私自身も 安心し，・私の 息子をも頼りにし 
ながら明日 は， 神の空の上に 昇ることになっているのです リと 言いながら， 顔 一面に川が 
流れるよ う に ， 泣きに泣いた． 
そしてそれから ， 「さあ 私の坊や私の   息子よ私の側へおいで  お前が私の思子であ るの 
なら，私の側へおいで・」 と言いながら 私を手招きした・ それから私は 這って私の父のそ 
ばに行くとそれから ，私を抱きしめ 愛撫し，何回も 何回も私を抱きしめ 愛撫した・ 
「やはり， お前は私の御子， 私の坊やであ ったのだ・ それならば， これほつまり ，お前 
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は 私の後に遺すべきものだ・それでは ，私の後に， これからお前はこのポロシリ ， を守り 
いくら子どもであ っても，お前は 神であ るから，ずんずん 大きくなりそうしたら ，この場 
所の長になって ，神であ るお前の言うこと 故 ，神々は 皆 ，お前が何を 言っても，お 前が言 
うとおりにするもの ，ここに 家 いっぱいに集まった 神々は 皆 ，，私の言うことを 聞いてその 
とおりする 神 ばかりここに 集まっているのだが ，それなら，私の 亡き後に， ここに集まっ 
ている神々 は皆 ， お前の言うことどおりにする 神々がここにいるのだから ， お前はよく， 
このポロシリを 守らなくてはいけない ，子供であ っても， 助 な子であ っても，そうだと 私 
はわかって，神の 空の上に， 帰るところなのだよ・」と 言いながら， それから，私の 体じ 
ゆうの上に涙を 落とし，泣きに 泣いた・ 
それから私も 泣きに泣いた・「やっぱり ， 父 というものを 私はもっていたのだなあ ．」と 
思うと， 私は 泣きに泣いた・ 私の父も泣きに 泣きながらそれから ，私を愛撫してして ，そ 
の後今度はその 手取の神様も ，お 酢 された，本当に 大きな杯で，お 酢 されて，それから 類 
ない祝宴見事な 祝宴が打ち開かれた・いろいろ 珍しい御馳走をもら つ たり，まあ 実に，神 
の遊ぶ 声 ，神の遊ぶ様子が ，面白い・娘たちがあ っちへ行ったりこっちへ 来たりして，円 
舞する様子が 面白い・そうしている う ちに翌朝になった・ 
それなら， もっと遅く発つものと 偲、 っ ていたが， まだあ まり明るくもならないうちに ， 
私の父は 6 枚の小袖を打ち 重ね着て帯をしめ ， 6 枚の小袖を上にほおって ，外 へ出た・ 後 
について私も 外へ出た・ 平 取の神様といっしょに 私が外へ出ると ， ( 父は ) 祭壇と家の間か 
ら，羽ばたくような 踊りをし，祭壇のところに 着いてから，何回も 何回も羽ばたくような 
踊りをしていてだんだんに 巨大な鳥になった・ 
そしてそれから ， 私の頭上に昇った・ それから私はその 下を走って， 「お父上，お 父上 
私のお父さん ，私を置いて 行くのですか・まだほんのゆうべ 来た ぼ かりで，私を 置いて行 
くのですか・」と 言いながら大声で 泣き，泣き叫びながら 理屈を言って 抗議した・「お 父上 
私を残して行かれるのですか ， お父上私を残して 行かれるのですか・」と 私は言いながら ， 
泣いた・泣き 叫び呼び声をあ げて泣き叫びながら ，それこそ普通の 鳥にもまして 大きい 鳥 
だけれども， 私の上を回りながら ， 落とす涙が大雨のように 私の上に降り 注ぎながら，  
回も 6 回も私の上を 回ってから，思い 切って ; 天に上って姿が 見えなくなった・ 
それから，祭壇のそばに 私は寝転んで ，泣いていてから ， 平 取の神様が私をなだあ なため 
して，私を連れて 家に入ったそれからまた 家の中でも尻をつき 足を蹴り蹴りしながら ，「た 
った ] 国父の顔を見ただけで 私を残して行ったのか・」と 思って泣き叫んでいた・ 家の中で 
も尻をつき足を 蹴り蹴りしながら 泣き叫んでいて ，それからかわるがわる 神々が 皆 ，私を 
かだめてからやっと ，泣き止んだ． 
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注 ) 195.5 年 9 月にふしを付けないで 語られたこの 話が， 6 年後の 1961 年 4 月に同じ ワテ 
ケ さんにより，ふしを 付けて歌われ ，そのテープが 門別町教育委員会に 保存されてい 
る < 、 m 弓 8l@ 郷土史研究会 ア 砂流アイヌの 歌謡 コ No. 138). また上記 2 回は ワテケ さんの 
聞き役だった サダモ さんが， 1961 年 8 月にウ ニ ペケレとして 語っており，そのテープ 
とテキストが 菅野茂テク エ ペケ レ 集大成 d (1974, アルドオ ) に収められている． 
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それから，これからは ，父のなきあ とに，このポロシリ ，神の住む山を ，私は子供では 
あ るけれども，守ろ うと 心を決めて，いるところなのです・ 
と ，神の幼 な子 ，の言い伝えが ，あ って，これは ，神謡と，言って ，この神謡の 節はこう 
い う 節です  
カーオリー 本妻が カーオリー 
このように カーオリー 和人の国 カーオリー 
このポロシリを カーオリー 殿の国 へ カーオリー 
守る神 カーオリー 家出して カーオリー 
ポロシリの神 力 一 オリ - 御子を 力 - オリー 
だったけれども カーオリー このポロシリに カーオリー 
正妻が カーオリー 上らせたのは カーオリー 
と， 節のあ る神謡であ って，御子のほうの 神が今ポロシリの 神になった ， 言い伝え，神謡 
の 言い伝えであ ったが，今日，私が 請ったのであ れば， 何代 にも続いて，この 沙 浦部落， 
川の水源地たまします 神様，尊い神様，神様の 話，神謡になっている 伝説を，私は 話した 
のですよ   
S : @ ま l@ 、 ! 
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